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新しい時代へ
平成から令和への改元の時に、これを書いています。約200年ぶり憲政後初の天皇退位という歴

史的な経験は、子どもたちの中にどのような記憶として残るのでしょうか。

平成は様々な自然災害に見舞われました。バブル景気と崩壊で貧富の差が拡大し、子どもの貧困

率は最新のデータ(2015年)で13.9％、7人に1人の割合だそうです。児童虐待対応件数は、平成2

年から29年の速報値で約120倍にまで増えています。原因は様々ありますが、貧困は大きな原因

の一つだと考えられます。

インターネットや携帯電話の普及で、とても便利になった反面、新しい犯罪が増えました。スマート

フォンは会話をする機会を奪っているように思います。今電車の中ではほとんどの乗客がスマート

フォンを見ています。子どもが隣で話しかけても画面に夢中なお母さんを見かけると、たくさん話を

してあげて欲しいなと、老婆心ながら思ってしまいます。施設の子どもたちには、思っていることを話

さないと伝わらないから、希望でも不満でも、何でもとにかく話をしようと促しています。

令和は聖徳太子の「和を以て貴しとなす」を想起させると、令和の考案者とされている中西進氏が、

新聞のインタビューで話されていました。和を大事にして、新しい時代は争いが無く、皆で助け合う

世の中にしていかなければと思います。

施設長 鈴木 ますみ



上段左より

高橋・鈴木・山縣・春日谷

下段左より

佐藤・岩森・伊木

①好きな食べ物

②好きな色

③好きなキャラクター

④趣味・特技

⑤好きな音楽

⑥その他

⑦ひとこと決意

事務所 高橋倫子さん

① 魚介類・炭水化物 ③ リラックマ

⑦ 仕事を覚えると共に、早く職員の皆さんと子どもたちの顔と名前を覚えていきたいです。これか

らよろしくお願いします。

こすもす・ゆりホーム 鈴木美恵さん

① チョコレート ④ 旅行・スキューバダイビング

⑦ 子どもの成長はあっという間なので一日一日を大切に子どもたちと向き合っていきたいです。

ふろじゃくホーム 山縣万由子さん

① ハリボー ③ チコちゃん

⑦ むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、ふかいことをおもしろく

すみれホーム 春日谷真己さん

① カレーライス ③ 孫悟空(ドラゴンボール)

⑦ スマホのレシピを片手に調理で四苦八苦する毎日ですが、子供たちの「美味しい！」に励まさ

れております。子供たちと一緒に学び、感じ、そして共に成長していけたらと思います。よろしくお願

いします。

ゆりホーム 佐藤暖美さん

② 紫 ⑤ ジャニーズ・ハロプロ

⑦今年度からベトレヘム学園でお世話になります。よろしくお願いします！

こすもすホーム 岩森伶奈さん

② 黒・白・赤 ③ クレヨンしんちゃん・ハローキティ ⑤ Ｋ－ＰＯＰ

⑦ 元気いっぱいの子どもたちと楽しく過ごせるよう精一杯頑張ります。

ふりーじあホーム 伊木梨菜さん

④暖かい国に行って、きれいな海に入るのが好き ⑥バスケや水泳をするのが得意

⑦子どもたちから教わり学ぶことも多く、子どもたちと一緒に成長していけるように日々頑張って行

きたいと思います。よろしくお願いします。



3月某日、卒園生を送る会が行われました。今

年は3人の児童が卒園していきました。会を盛

り上げるために実行委員として頑張った係の

子ども達。本番はもちろんですが、作業中も3

人の名前が出る等、気持ちを込めて準備をし

てきました。当日は児童・職員それぞれの出し

物、卒園生中心のバンド演奏も大盛り上がり

でした。また、職員から卒園生への励ましの言

葉・卒園生からの言葉は感動的で涙する場面

も…。寂しさもありますが素敵な時間になりま

した。これから3人の活躍を心から祈っていま

す。

昨年度退職された職員
遠藤麻貴子さん・佐藤穂乃香さん・土屋利紗子さん

お疲れさまでした。今後のご活躍をお祈り申し上げます。

Ｊ Ｊ

今号よりベトレヘム学園の職員のインタビューをシリーズで紹介していきます。初回は

保育士です。保育士は、児童指導員とともに、保護者に代わって子どもたちの養育を

中心となって担う、養育の専門職です。

○職種・勤続年数・担当部署を教えてください。

保育士として入職して5年目になります。現在、中高生を担当しています。

○やりがいはなんですか？

子ども達の成長を感じた時、この仕事に携わって本当に良かったと思います。特に入

学式や卒業式といった節目のシーズンは、その子どもとのこれまでの日々が思い返さ

れてウルっときてしまいます。

〇一番大切にしていることはなんですか？

「子どもと一緒に何かをやる時には、全力で取り組むこと」を大切にしています。小さ

い子どもたちとは鬼ごっこや水遊び、現在のホームでは百人一首の真剣勝負をしまし

た。一緒に取り組む中で、子ども達と関係性が出来ていくと思うので、誘われたらよほ

どのことがない限り、断らないように心がけています。



当期資金収支差額 9,447,613
合　計 437,395,957

拠点区分間繰入金収入 101,178
収入計 437,395,957 支出計 427,948,344

その他の施設整備等収入 96,735 拠点区分間繰入金支出 12,229,000
退職給付引当資産取崩収入 656,880 退職給付引当資産支出 3,017,738

受取利息配当金収入 18,371 ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ返済支出 673,920
固定資産売却収入 11,920 その他の積立資産支出 71,000,000

寄付金収入 694,335 利用者等外給食費支出 3,442,088
その他の収入 8,537,806 固定資産取得支出 2,895,005

補助金事業収入 81,893,521 事業費支出 62,784,156
借入金利息補助金収入 456,732 支払利息支出 551,964

措置費収入（事務費） 295,526,316 人件費支出 258,809,480
措置費収入（事業費） 49,402,163 事務費支出 12,544,993

平成30年度　決算報告

〈　収　入　〉 〈　支　出　〉

皆様の温かい真心を頂き、感謝申し上げます。

半藤精子様／篠原紀子様／車社会の環境改善協議会様／早川てい様

特定非営利活動法人日本チャリティ活動支援協会様／大石紀子様

（有）ダスカジャパンクァウテモック様／佐藤トキ様／櫻井和子様

久田幸子様／大森正子様／江端秋幸様／匿名希望

※頂いた寄付金で子どもたちの自転車を購入しました。大切に使いたいと思います。

出会いと別れの桜の季節を経て、史上初

めての10連休をどのように過ごせばい

いかと気を揉んでいましたが、子どもた

ちはそれぞれ出かけたり、無事に楽しく

過ごせました。雨の季節ですが皆さまお

身体をご自愛ください。

東・杉本・鈴木真奈美

石橋麻奈・鈴木則子

7月25日 江戸っ子杯

バレーボール・ドッジボール

27日 納涼大会

30日 江戸っ子杯 野球

8月5日 学園創立記念日

24日 平和と感謝のミサ

ファイヤー祭

行事予定


